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図 1 人間の活動システムの構造 図 2 本研究において分析対象とした活動(太線の三角) 





























































































実習計画に沿って面接を行い、32 名全員の 2 回の面接完了には 1 年を要した。教育機関の背景が異な
る多数の学生への継続的面接により、研究目的に対して必要な豊富なデータを十分に収集できていると
評価した。分析では、矛盾、矛盾を解決するプロセス、考え方や行動の変容に関する記述をコード化し、
矛盾は時期別にカテゴリー化したのちに、活動を媒介する構成要素別（アーティファクト、ルール、コ
ミュニティ、分業）に分類して特徴を抽出した。矛盾を解決するプロセスは、カテゴリー化したのちに、
構成要素別、矛盾の特徴別に分類し、コード数と割合を算出して変化の傾向を分析した。考え方と行動
の変容は意味内容の類似性からカテゴリー化した。この過程は丁寧に行われ、データを適切かつ論理的
に分析できていると評価した。 
 矛盾の特徴は､｢アーティファクト」を媒介する学習活動では、全期で、異なる対象者への援助におけ
る矛盾、対象者との関係形成における矛盾、使用物品が異なることによる矛盾、情報収集で生じる矛盾
等の 7つが抽出され、カテゴリー数は他の構成要素に比べて多かった｡｢ルール」は全期で、ルールが異
なることによる矛盾、教員や指導者が替わることによる矛盾、通学方法が変わることによる矛盾がみら
れ、中期と後期には実習ローテーションによる矛盾が加わり、カテゴリー数が増えていた｡｢コミュニテ
ィ」では、学習環境が変わることで生じる矛盾、異なる集団で学習することによる矛盾の 2つがみられ、
これらは中期・後期で少なかった｡｢分業」は全期で、教員や指導者によりもたらされる矛盾、看護師等
に指導を受けることによる矛盾、グループで協力して学習することによる矛盾がみられ、中期と後期で
はカンファレンスで生じる矛盾が加わり、カテゴリー数は減っていた。矛盾を解決するプロセスは 14
種が抽出され、自分で勉強したり考えながら取り組んだ、メンバーと相談･協力した、教員･指導者に相
談したり支援を受けた、という対処がいずれの矛盾に対しても多くとられていた｡｢アーティファクト」
や「ルール」の矛盾では、教員・指導者に相談したり支援を受けた、自分で勉強したり考えながら取り
組んだ、が多く､｢コミュニティ」の矛盾では、自分で勉強したり考えながら取り組んだ、｢分業」の矛
盾では、メンバーと相談・協力したが多かった。学生は捉えた矛盾に対して、自分で努力して取り組む
とともに、矛盾の特徴にあわせて学生の立場で対処可能なプロセスを選択して取り組んでいることが明
らかになった。矛盾を乗り越える経験による学生の変容では、異なる場を体験することの肯定的な捉え
方、実習の学びが類似の経験によって積み重なっていったり異なる経験から横に拡がったりしていくと
いう考え方の変容がみられ、学習成果を評価し自信も得ていた。また、患者の立場や異なる人の目線で
考えることができるようになった、場や看護師との関わりに慣れて工夫して取り組めるようになった等
の自己の変容を捉えていた。グループ活動ではメンバーがお互いの患者や課題に関心を寄せて調整・協
力できるようになった等の自他の成長を捉え、進路に対する考え方においても看護師を目指す気持ちが
強くなった等の変容がみられた。本研究は学生が実習という学習活動において経験する矛盾を詳細に記
述し、特徴とその起因の構造を活動理論に基づく系統的なデータ収集と分析によって明確にした。また、
矛盾の経験とそれを乗り越えるプロセスを辿ることにより、学生個々の実習課題の達成と成長に向かう
とともに、チームで協働して活動する力を高めていくことを明らかにした。あわせて、場への強い緊張
や馴染めなさ、教員等がもたらすルールやコミュニティの矛盾が効果的な学習活動を妨げる状況も捉え
られ、教育の課題と対策も提示された。 
以上より、本研究は先行研究が適切に活用され、研究目的に対して適切な研究方法が用いられ、必要
なデータが適切かつ論理的に分析できていると判断した。また、本研究によって得られた結果はこれま
での研究では得られていない新しい知見であり、結果に基づく考察から看護教育への活用可能で有用な
示唆が導かれており、独創性、新規性、発展性があると評価した。論文の形式も適切であると判断した。 
最終試験では、実習における学びの深化に応じた教育を行うために必要なことは何か、本研究結果を
踏まえて組織で準備必要なことはあるか、対象者の背景による矛盾の差異の有無、実習領域が異なるこ
とによる傾向の違い、活動理論に基づいて矛盾を捉えたことによる新知見は何か、プロセスと変容の特
徴的な結果は何か、実習指導を行っている教員にどのように還元するかについて質問がなされ、研究成
果を踏まえて適切に回答された。 
副論文として提出された「基礎看護学実習における看護学生のアーティファクトに対する認知（日本
看護学教育学会誌，24（1），1-14，2014)」と「活動理論を理論的背景とした国内先行研究における学
習の場と活動理論の活用方法に関する文献検討（愛知県立大学看護学部紀要，24，11-21，2018)」の 2
篇は、十分に文献検討がなされ、研究目的に対して適切な研究デザインで、必要なデータ収集が行われ、
分析方法も適切で、論旨も一貫していると評価した。 
以上のことより、本学位審査委員会は、提出された本論文が愛知県立大学大学院看護学研究科博士
後期課程の学位に関する内規第 16条 2項の審査基準を満たしており、看護学領域の論文として、実践・
研究・教育の発展に寄与する学術上価値のある論文であり、論文提出者である岡島氏が看護専門領域に
おける十分な学識と研究者としての能力を有することを確認したので、博士（看護学）の学位を授与す
るに値するものと全員一致で判断した。 
 
 
